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要約 

・ 先天性心疾患（CHD）の子供における心臓血管系リスクの増加は、身体

活動によって軽減される可能性がある。しかし、COVID-19 のために実

施された公衆衛生対策は身体活動を困難にする可能性がある。 

・ 本研究の目的は、CHD の子供における COVID-19 パンデミックの初期

段階で観察された身体活動の変化を定量化することである。 

・ 対象は、9〜16 歳の先天性心疾患の子供109 人であった。 

・ 身体活動は、Fitbit による歩数が用いられた。 

・ 2020 年3 月下旬と 4 月上旬の歩数は、2019 年と 2020 年3 月上旬（パン

デミック前）に比べて著しく少なかった。 

・ 2020 年には、世界保健機関が COVID-19 パンデミック宣言を出した頃

から歩数が減少しはじめた。なお、大幅な減少は、州の非常事態宣言、

2m の身体距離の実施、K-1 学校（※幼稚園から高校）の停止の後に生

じた。 

・ CHDの子供の身体的および心臓血管系の健康への潜在的な負の影響

に加えて、身体活動の減少による精神的な健康への影響も考慮しなけ

ればならない。 

・ 子供とその家族が、公衆衛生上の注意事項にどのように適応し、より高

いレベルの身体活動を再開できるかについて更なる検討を要する。 


